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第三者の不正アクセスによるシステム障害に関するお知らせ【最終報】 

 

当社は、2026年９月 28日に公表しました「第三者の不正アクセスによるシステム障害に関す

るお知らせ」および 2026年９月 30日に公表しました「第三者の不正アクセスによるシステム障

害に関する続報」について、外部専門機関の協力のもと、被害状況の確認、原因究明等の調査を

進めてまいりました。 

このたび、本件に関する調査が完了しましたので、調査結果について、下記のとおりご報告い

たします。 

 

記 

 

１．発覚の経緯と対応 

 2026 年９月 16日（水）に、外部事業者のレンタルサーバー上で運用していた一部の英語版サイ

トにおいて、外部から不正アクセスを受け、不正なプログラムを設置されていたことが発覚し、

被害拡大防止のため、同日中に全サイトを停止しました。 

 

【対象サイト】 

・海外連結子会社サイト（FUKUVI VIETNAM/THAILAND）：fvc.fukuvi-jp.com,ftc.fukuvi-jp.com 

・建材製品特設サイト（英語版）：fukuvikenzai.com 

・屋外家具ブランド「Fandaline（ファンダライン）」サイト（英語版）：fandaline.fukuvi-jp.com 

  

２．外部専門機関の調査により判明した内容 

外部専門機関の協力を受け、調査を進めた結果、9月２日（水）に最初の侵入があり、サーバー

を遠隔操作するための不正プログラムが設置され、同じサーバー上の各サイトへ被害が徐々に拡

大したことが確認されました。 

本件において不正アクセスを受けたサイトは、外部事業者のレンタルサーバー上で運用されて 

いた、海外向けの一部の英語版サイトであり、当社の基幹システム、社内ネットワークおよびコ

ーポレートサイトなどの国内サイトを管理・運用するサーバーとは異なる環境で運用されていた

ものです。このため、本件による当社基幹システム、社内ネットワークおよび当社が管理・運用

するサーバーへの影響は確認されておりません。 

また、検出された不正プログラムの中に、閲覧者のパソコンを直接ウイルスに感染させるもの

は確認されておらず、現時点で閲覧者への影響は確認されていません。 

 

３．被害状況 

対象サイトには、お客様およびお取引先様の個人情報は保存されておらず、第三者の個人情報

が外部に流出した痕跡や証拠も確認されませんでした。 

ただし、該当サイトの管理者アカウントに関する情報について、攻撃者が管理者３名のプロフ

ィール画面を表示した形跡が確認されており、漏えいした可能性のある情報は、主に以下のとお

りです。 

 

 



 

 

【漏洩した可能性のある管理者アカウント情報】 

・ログイン名 

・表示名 

・会社メールアドレス 

・パスワードのハッシュ値 

 

これらの情報については、個人情報の漏えいに該当する可能性があるため、当該情報に係る従

業員に対して通知を行うとともに、個人情報保護委員会への報告を実施いたしました。 

 

４．再発防止策および今後の対応について 

 調査結果を踏まえ、外部専門機関のアドバイスを受けつつ、システム・ネットワークのセキュ

リティ対策および監視体制の強化を行い、再発防止を図ってまいります。 

 また、現在公開を停止している本件の対象サイトにつきましては、安全に復旧・再公開できる

条件が整い次第、順次再公開する予定です。 

 現時点で再公開の時期は未定ですが、公開の準備が整いましたら、当社コーポレートサイトに

てお知らせいたします。 

 

 なお、本件により当社連結業績に重大な影響を及ぼす事象は確認されておりません。 

株主・投資家の皆さまをはじめ、お客様、お取引先の皆さまに、多大なるご心配とご迷惑をお

かけしましたことを、深くお詫び申し上げます。 

 

以上 


